
第１回沖縄県いじめ防止対策審議会 会議録(一部公開) 

 

1. 開催日時 平成 29年 8月 23日(水) 10:00～12:00 

2. 開催場所 沖縄県庁６階 第１特別会議室 

3. 開催目的 沖縄県いじめ防止対策審議会設置条例に基づき、本県のいじめの防止対策等につ   

いて調査審議等を行うこと。 

4. 出席者  審議会委員（6名） 

上田  幸彦 （沖縄国際大学 教授）・・・・・・・・・・・・学識経験者 

伊志嶺 公一 （沖縄弁護士会 弁護士）・・・・・・・・・・・ 法律関係者 

近 藤  毅 （琉球大学 教授 医師）・・・・・・・・・・・医療関係者 

国生 まゆみ （沖縄県臨床心理士会 臨床心理士）・・・・・・臨床心理関係者 

比嘉  昌哉 （沖縄国際大学 准教授）・・・・・・・・・・・社会福祉関係者 

前泊  良昌 （元沖縄県警察本部生活安全部長）・・・・・・・警察関係者（OB） 

 

事務局(4名) 

半嶺 満(県立学校教育課長) 玉城 学(県立学校教育課副参事) 

屋良 淳(高校教育改革班長) 川満一彦(生徒指導担当指導主事) 

 

5. 会議次第  （ 司会： 屋良 淳 ） 

(1) 開会 

(2) 教育長あいさつ 

(3) 議事 

(ア)｢2017沖縄県児童生徒 美らマナー向上プロジェクト｣について 

(イ)学校におけるいじめ防止対策の現状と課題 

6. 意見交換（各委員からの提言及び質疑） 

 

議事録（ア）｢2017沖縄県児童生徒 美らマナー向上プロジェクト｣について 

発言者 発言要旨 

委 員 
事務局より｢2017 沖縄県児童生徒 美らマナー向上プロジェクト｣について説明

をお願いする。 

事務局 

 平成 27年教育委員会改訂の「ネット被害防止マニュアル」を“すぐに授業

で使える形”の補助教材にしたのが、「美らマナー向上プロジェクト」。 

 学校現場で実際に起きている事例を教材化して、SNS トラブル防止に向け

た意識啓発の資料としている。 

 道徳･人権の教材としていじめ防止に資すると考えている。 

 沖縄県総合教育センターのホームページに掲載し、小中高校からダウンロ

ードできるようにしている。（年間 13項目 22教材を掲載予定） 

委 員 授業の一環でやると考えて良いか。 

事務局 
例えば各学校が必ず設定している毎月 10日の「人権を考える日」などで活用し

てもらいたいと考えている。 

委 員 
学校現場での活用状況を把握することを考えているか。教員の反応、児童生徒

の反応等、この取組をどう評価するのか。 



事務局 

7 月に第一弾を発出したばかり。学校での活用状況や生徒の反応などは測れな

い段階。教育センターが教員の研修機関であるので、各研修で活用し、教材の

ブラッシュアップを図って欲しいなどの希望はある。 

委 員 

例えば学年･全体集会とかでこれを生徒に使わせてみる、生徒主体の授業を企画

するなど、いろいろなやり方はできると思う。ちゃんと使われていくかどうか、

どう使われるかなどのチェックは大事。 

委 員 資料のソースは？ 

事務局 
学校で実際に起きてしまった事例から、その指導の過程でスクショなどの資料

を加工して教材化しております。 

委 員 
加工もされている。リアルなものを出そうとすればするほどすごく注意しなき

ゃならないので慎重にお願いしたい。 

委 員 
これくらい（加工されている）なら特に（問題はない）、という感じ。人物が特

定できるものではないと思う。 

委 員 
警察にはサイバーパトロール隊とかサイバーサポートが委嘱されている。ネッ

ト上のいじめを発見する教育委員会の取組などはあるか。 

事務局 ネットパトロール隊など積極的に探すようなシステムはない。 

委 員 
この指導用教材は、（教師の一方的な講義ではなく）児童生徒と教師のやりとり

をしながら進めるというイメージでいいか。 

事務局 ワークシート形式で作成した。 

委 員 
子ども同士で話し合わせるということが大事なのかな。先生が答だけ出すだけ

ではなかなか腑に落ちないことも、グループワークによって落ちることはある。 

委 員 

予防啓発は非常に大事。ネットパトロールで探し出すことも大事。ただ、警察

がやっているような特別任務のような形で指定してやらない限りはなかなかカ

バーできないし、拾えないと思う。 

委 員 

学校の先生方に活用を丸投げされるのが心配。活用の仕方を先生方に考えさせ

る丁寧な研修も必要。無料通話アプリの会社や携帯電話会社などがスマホの危

険性に関する研修をしている。とても参考になる。 

委 員 
繰り返しになるが、教材づくりにあたって「加工」には気をつけていただきた

い。個人が特定できないよう気をつけて欲しい。 

委 員 

現場の相談では、子どもたちは友人とトラブルがあっても、そこで向き合わず、

外のところで（悪口などを）言うという傾向がある。「つながり依存」だけれど

も「向き合わない」というような。 

委 員 
委員からの意見に関して、事務局で引き取って、今後の取組に活かしていただ

きたい。これで（ア）の議題については以上とする。 

 

議事録（イ）「学校におけるいじめ防止対策の現状と課題」について 

発言要旨等の割愛 

議事詳細については、「沖縄県いじめ防止対策審議会の公開に関する要領」第４条２項により、

個人情報の保護の観点から、割愛する。 

 


